
 

 

 
 

ウルフドッグス名古屋 

「スポーツ・インテグリティ研修」実施報告 
 

 

このたび、ウルフドッグス名古屋は、全選手・スタッフを対象に「スポーツ・インテグリティ研修」を 8月 24日(月)に実施 

いたしました。 

本研修の実施を通じて、チーム全員が参加する倫理教育の第一歩を報告するとともに、今後も継続的な啓発・研修 

活動を推進していくことを表明いたします。 

 

    本研修では、スポーツにおけるインテグリティ(誠実さ、倫理性、言動の一致)について、最新の動向や考え方を学び、 

演習を交えながら理解を深めます。第 1 回研修では、選手・スタッフひとり一人が大切にしたい価値を考え、グループワー

クを通じて、チームのコアバリュー(大切にしたい価値)について議論しました。 

   講師には、スポーツ倫理学を研究領域とされる、静岡大学教育学部の藤井基貴教授を招聘し、単なるルール遵守を 

目指す「予防倫理」にとどまらず、選手・スタッフが「人としてどうあるべきか」を問う「志向倫理」にも重点を置いた研修を 

実施いただきました。 

ウルフドッグス名古屋は、「勝利（Victory）」とスポーツを通して生み出す「価値（Value）」の双方を追求する 

スポーツチームとして、倫理観と責任感を持った組織づくりに努めてまいります。 

 

 

■研修のねらい 

・スポーツにおける高い倫理観と誠実さ（インテグリティ）の理解と意識向上 

・ルール遵守に加えて、チームとして共有すべき価値観・行動指針の形成 

   ・持続可能で健全なチーム運営と競技活動の基盤構築 

 

 

■第 1回 インテグリティ研修概要 

・日 時：2026年 8月 24日(月) 10:30-12:00 

・参加者：ウルフドッグス名古屋 全選手(外国人選手含む・但し代表選手は除く)、チームスタッフ、事務局 計 42名 

・講 師：藤井 基貴 氏 (静岡大学教育学部 教授、国際連携推進機構 副機構長） 

・プログラム内容 

① スポーツ・インテグリティ概論（講義） 

② 予防倫理（クイズ形式の演習） 

③ 志向倫理 個人編（グループワーク） 

④ 志向倫理 チーム編（講義およびグループワーク）   

 

 

  ■講師プロフィール 

藤井 基貴 氏 

静岡大学教育学部 教授 （兼務：国際連携推進機構 副機構長） 

・静岡大学現代教育研究センター センター長 

・日本オリンピック協会 強化委員（医・科学スタッフ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■研修の様子 

 

 

    

 

    

 
 


